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令和 6 年 6 月 1 日（土）

ホテル阪急インターナショナル

大阪市北区茶屋町 19-19

ホテル阪急インターナショナル

昨
年
に
続
き
ま
し
て
、
今
年
も
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
「
総
会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
280
名
余
り
の
参

加
者
に
加
え
、
新
し
い
試
み
と
し
て
九
州
の
各
県
人

会
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
ふ
る
さ
と
佐
賀
県
か

ら
の
ご
来
賓
の
皆
様
や
、
各
市
町
の
代
表
の
方
々
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
は
第
72
回
総
会
お
よ
び
交
流
会
の
特
集
号
と

し
て
、
当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
様
に
も

会
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
写

真
と
文
章
を
交
え
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
会
場
の

様
子
や
参
加
者
の
笑
顔
、
そ
し
て
交
流
の
様
子
を
通

じ
て
、
皆
様
に
少
し
で
も
そ
の
場
の
温
か
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
う
か
最
後
ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

関
西
佐
賀
県
人
会　

   

総
会
／
ふ
る
さ
と
交
流
会

第 72 回
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司会　小堀 順子さん

3

総
会
で
は
福
富
事
務
局
長
よ
り
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
及
び
収
支
報
告
が
資
料
を
示
し

て
行
わ
れ
た
後
、
相
良
広
基
監
査
役
か
ら
収

支
報
告
を
厳
正
に
精
査
し
た
結
果
、
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
参
加

者
の
承
認
を
求
め
全
員
一
致
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
５
年
度　

事
業
報
告

　
　
　

事
業
報
告　

福
富 

一
郎 

事
務
局
長

　
　
　

監
査
報
告
：
相
良 

広
基 

監
査
役

開
会
の
挨
拶
：
八
田 

信
男 

会
長

閉
会
の
挨
拶
：
中
村 

重
人 

副
会
長

予
算
案
に
つ
い
て
の
補
足
説
明

　
　
　
　
　

古
賀 

幹
雄 

副
会
長

古
賀
副
会
長
よ
り
、
予
算
案
に
つ
い
て
の
補
足

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
物
価
上
昇
の
影
響
を

受
け
、
来
年
の
会
費
を
値
上
げ
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
運
営
費
や
活
動
費

の
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

会
費
の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
古
賀
副
会
長
は
、
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
今
後
も
引
き
続
き
充

実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
ご
支
援

を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
副
会
長
は
閉
会
の
挨
拶
に
て
、「
関
西
佐

賀
県
人
会
の
役
員
や
幹
事
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
本
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
ふ

る
さ
と
交
流
会
』
に
は
、
ふ
る
さ
と
佐
賀
県
か

ら
山
口
知
事
を
始
め
、
市
町
の
代
表
の
皆
様
方

な
ど
、
ご
来
賓
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
述
べ
、「
来
年
6
月
に
ま
た
皆
様

と
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
総
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

八
田
会
長
は
、
今
年
の
総
会
・
ふ
る
さ
と

交
流
会
に
多
く
の
方
々
が
ご
参
加
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
開
催
の
準
備
に
お
い
て
は
、

役
員
に
よ
る
度
重
な
る
打
ち
合
わ
せ
や
幹

事
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
快
く
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
多
忙
の
中
、
交
流
会
に

多
く
の
来
賓
が
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い

と
謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

本
日
の
交
流
会
で
は
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
や
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
と
会
場
の
皆

様
に
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
メ
イ
ン
司
会
は
、
小
堀
順
子
さ
ん

（
有
田
町
出
身
）
に
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
小
堀
さ
ん
は
そ
の
明
る
く
親
し

み
や
す
い
司
会
進
行
で
、
会
場
の
雰
囲
気

を
一
層
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第７２回　佐賀県人会　総会第７２回　佐賀県人会　総会
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式次第

第 72回  関西佐賀県人会総会・ふるさと交流会

と　き：令和 6年（2024 年）6月 1日 ( 土 ) 　11 時 00 分～ 15時 00分
ところ：「ホテル阪急インターナショナル」　大阪市北区茶屋町 19-19

第 1部 　第 72回総会　

1． 開　会：総合司会（小堀 順子）
2． 開会の挨拶：八田 信男 会長
3． 事業報告及び収支報告：福富 一郎 事務局長
               監査報告：相良 広基 監査役
4． 事業計画及び予算案報告：福富 一郎 事務局長
5． 予算案についての補足説明：古賀 幹雄 副会長
6． 閉会の挨拶：中村 重人 副会長

第 2部 　ふるさと交流会　

1． 開　会：総合司会（小堀 順子）
「ふるさと佐賀紀行（西九州バスツアー）」スライドショー

2． 開会の言葉：桟 行雄 副会長
3． 役員の紹介：（小堀 順子）
4． 来賓の紹介：（小堀 順子）
5． 県政報告：佐賀県知事　山口 祥義 様
6． 来賓祝辞：佐賀県議会議長　大場 芳博 様
7． 乾　杯：中京佐賀県人会会長　荒木 孝充 様
         ・・・食事・懇談：・・・

8． 祝電披露：（小堀 順子）
9． 記念品贈呈：・卒寿（90歳）・米寿（88歳）・傘寿（80歳）
10． ふるさと納税の紹介：佐賀県庁税政課 主事  山根 有稀 様
11．  お楽しみショータイム：司会（丸尾 繁治 副会長）　　　　　　　　
12．  郷土の懐かしい賞品が当たる    ～お楽しみ福引抽選会～
13．  閉会の言葉：松木 義昭 副会長 
14．  閉　会：（小堀 順子）
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○ 佐賀県知事 山口 祥義　　
○ 佐賀県議会議長 大場 芳博
○ 多久市長 横尾 俊彦　
○ 鹿島市長 松尾 勝利
○ 小城市長 江里口 秀次
○ みやき町長 岡 毅　
〇 有田町長 松尾 佳昭
〇 佐賀市副市長 池田 一善
○ 伊万里市副市長 桑本 成司
○ 嬉野市副市長 早瀬 宏範 　
〇 吉野ケ里町副町長 中島 武子
〇 白石町副町長 百武 和義
〇 太良町副町長 毎原 哲也
〇 鳥栖市経済部次長 古沢 修 
〇 関西熊本県人会連絡協議会会長 明珍 しず江
〇 関西大分県人会会長 徳村 初美
〇 近畿宮崎県人会会長 黒木 公敬
〇 関西福岡県人会副会長 戸川 通夫 
〇 関西大阪長崎県人会副会長 中川 雅咲子
〇 中京佐賀県人会会長 荒木 孝充
〇 京都佐賀県人会会長 木寺 隆幸
〇 岩尾磁器工業（株）代表取締役社長 岩尾 慶一
〇 大阪新阪急ホテル 調理部 特別調理顧問 塚本 三十志
〇 （株）香蘭社 取締役 事業部長 深川 敏孝
○  佐賀県農業協同組合 代表理事専務 佐々木 慎一
○ （学）三幸学園 辻学園 調理・製菓専門学校 中国料理 特任教授 横田 文良
○ 真右エ門（株）代表取締役 馬場 九洲夫
○ （株）太一郎窯 代表取締役 冨永 十喜信
〇 台湾新聞 記者 黄 貴美
○ （株）酉島製作所 常務執行役員 生産本部長 大家 満彦
〇 桝田米穀店 桝田 秀二
○ （株）名門大洋フェリー 常務執行役員 旅客本部長 山本 哲也

来賓のご紹介（敬称略）

正副会長　紹介

会　長　八田 信男（佐賀市出身）　
副会長　古賀 幹雄（佐賀市出身）
副会長　桟 行雄（嬉野市出身）　
副会長　丸尾 繁治（伊万里市出身）
副会長　松木 義昭（神埼市出身）
副会長　井手 敏久（武雄市出身）　
副会長　中村 重人（武雄市出身）
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開会の言葉開会の言葉
桟 行雄 副会長桟 行雄 副会長

開会の挨拶開会の挨拶

開会の言葉開会の言葉
桟 行雄 副会長桟 行雄 副会長

6

第７２回　佐賀県人会　ふるさと交流会第７２回　佐賀県人会　ふるさと交流会

来賓祝辞来賓祝辞
佐賀県議会議長　大場 芳博 様佐賀県議会議長　大場 芳博 様ふるさと佐賀紀行　ムービー上映ふるさと佐賀紀行　ムービー上映

役員紹介（会長 /副会長）役員紹介（会長 /副会長）

県知事を囲んで記念撮影！！県知事を囲んで記念撮影！！

会場風景会場風景

佐賀県ＰＲコーナー佐賀県ＰＲコーナー

開場前受付準備開場前受付準備
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　山口知事による県政報告 「未来を見据えた人づくり、佐賀づくり」

　

今
回
の
山
口
知
事
に
よ
る
「
未
来
を
見
据
え
た
人
づ
く
り
、

佐
賀
づ
く
り
」
が
テ
ー
マ
の
県
政
報
告
は
、
佐
賀
の
観
光
資

源
の
有
効
活
用
と
佐
賀
県
内
で
の
就
職
を
増
や
し
て
い
く
為

の
具
体
的
な
試
み
が
メ
イ
ン
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
印
象
に
残
っ
た
話
題
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
初
は
「
肥
前
名
護
屋
城
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）
に
際
し
て
全

国
か
ら
１
５
０
以
上
の
名
だ
た
る
大
名
、
武
将
が
集
結
し
た

全
国
で
も
類
を
見
な
い
肥
前
名
護
屋
城
は
日
本
の
政
治
、
文

化
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
後
の
日
本
文
化
発
展
の
は
じ
ま
り

の
地
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
佐
賀
が
全
国
に
誇
れ
る

文
化
を
発
信
し
て
い
く
と
の
事
で
す
。

　

次
は
佐
賀
県
立
大
学
に
つ
い
て
で
す
。
佐
賀
は
15
歳
未
満

の
子
ど
も
の
割
合
が
全
国
3
位
と
高
い
割
に
、
高
校
を
卒
業

す
る
と
県
外
へ
出
て
行
か
れ
る
人
が
多
く
、
大
学
進
学
時
は

約
三
千
人
が
県
外
に
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
県
外
で
就
職
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
県
内
に
大
学
が

少
な
い
事
、
就
職
す
る
企
業
が
少
な
か
っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
魅
力
的
な
企
業
も

増
え
て
県
内
で
は
人
の
手
が
足
り
な
い
状
況
が
進
み
、
最
近

で
は
有
効
求
人
倍
率
は
約
1.3
倍
と
高
水
準
が
続
い
て
い
る
。

佐
賀
県
内
に
大
学
を
創
設
す
る
事
で
、
県
内
就
職
に
つ
な
げ

る
と
い
う
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
魅
力
的
な
大
学
の
実
現

に
向
け
て
、
場
所
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
員
規
模
、
教
室
や
設
備

の
あ
り
方
な
ど
、
色
々
と
検
討
す
る
課
題
が
あ
る
中
、
開
学
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
次
に
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
も
し
な
い
人
も
、
平
日
も

休
日
も
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
カ

フ
ェ
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
方
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ル
ー
プ
、
も
ち
ろ
ん
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー

ナ
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。
今
後
も
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
の
発
展
に
は
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
最
後
に

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
で
す
。
佐
賀
県
で

は
サ
ガ
ン
鳥
栖
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
佐
賀
バ
ル
ー

ナ
ー
ズ
と
い
っ
た
今
後
期
待
さ
れ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
存

在
し
J1
、
SV
、
B1
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
も
上
位
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い

る
県
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
佐
賀
を
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と

し
て
力
を
入
れ
て
い
く
と
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

佐賀県知事
山口　祥義 様

山口知事からこれからの佐賀県について熱い思いを語って頂きました。
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金城　尚（きんじょう　たかし）　演奏

ギター、バイオリン、フルートによる素敵な
アンサンブルを披露して頂きました。金城尚さん
は大阪を中心にライブや YOUTUBE で音楽活動をされ
ている有名なギターリストです。素敵なライブ動画が
アップされていますので、是非、
お楽しみ下さい。宜しければ
是非、チャンネル登録もお願
いします。

外山　エリカ（とやま　えりか）

タヒチ　ハワイアンダンス
LIKOAINA フラ＆タヒチアン主宰・講師の外山エリカさんに
よるタヒチ　ハワイアンダンスを披露して頂きました。
そのメンバーの中には当会の古賀副会長の
娘さんも熱演され、ハワイの音楽と息が
ぴったり合ったハワイアンダンスで開場
は南国の雰囲気が漂い、まるで現地にいる
ような錯覚でした。

映画「ラ・カンパネラ」2024 年秋公開予定

映画制作事務局から告知して頂きました。
今秋公開予定の九州佐賀の有明海で、海苔師一筋に生きて来
た男性が「ラ・カンパネラ」を聴いて、感動し身を震わせた。
そして決意する。「この曲を弾きたい！」プロのピアニスト
も怯むほどの難曲、フランツ・リストの
『ラ・カンパネラ』。無謀だ、絶対無理、
と妻や息子の猛反対を押し切り、音楽
とは無縁だった 52歳の男性の、本気の
挑戦を描いた感動作品。映画公開に向
けて、作成秘話を語って頂きました。

郷土の懐かしい賞品が当たる「お楽しみ抽選会」

今回も佐賀ゆかりの景品が当たる「お楽しみ抽選会」が開催
されました。丸尾繁治副会長のユーモア溢れる司会により、
会場は大いに盛り上がりました。特賞の名門大洋フェリー往
復券をはじめ、各企業や市区町村から提供された協賛景品が
数多く揃い、抽選券を引く度に歓声が上がりました。今年か
ら抽選システムを導入し、協賛先の協賛内容も表示できるよ
うになり、抽選もスムーズに行えたと思います。

お楽しみショータイム
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企　　　業　　　名 役　　　　職 氏　　　名 寄　　贈　　品　　名 数　量

株式会社いただきますねっと 代表取締役 杉森　史明 佐賀海苔  有明育ち （5 袋入り） 5 個

伊之助製麺株式会社　 代表取締役 川原　正廣 伊之助うどん 300g+ 韃靼そば 240g セット                       ２０セット

岩尾磁器工業株式会社 代表取締役社長 岩尾　慶一 万葉草花ミルクカップ １０個

川原食品株式会社 代表取締役 川原　啓秀 Yuzu Awa スパークリング 300ml ２０本

株式会社北島 代表取締役 香月　道生 丸芳露 ２００個

株式会社香蘭社　 代表取締役社長 深川　祐次 陶磁器 １０個

五町田酒造株式会社 代表取締役 瀬頭　一平 「東一」　山田錦純米酒 720ml １２本

一般社団法人佐賀県観光連盟 会長 山口　祥義 バルーンサコッシュ （赤） １０個

佐賀県庁流通 ・ 貿易課新うまい佐賀
のりつくり運動推進本部

本部長 井手　宣拓 佐賀海苔 ® 有明海一番 ５箱

佐賀県農業協同組合 代表理事組合長 楠　泰誠 佐賀県産　ハウスみかん 1kg １０箱

株式会社佐賀新聞社大阪支社 支社長 辻　正宏 和菓子詰合せ ３セット

株式会社佐賀鉄工所　 代表取締役社長 久富　勝則 米さがびより （４５０g） ５０袋

株式会社サガテレビ大阪支社 支社長 津田　利通　 ギフト BOX ２個

さが農産物ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ確立対策推進協議会会長 井手　宣拓 佐賀牛 （1 ｋｇ） ２個

SAGA 久光スプリングス株式会社 代表取締役 萱嶋　章 ①久光スプリングスマフラータオル
②ブラックモンブラン

①１０枚
②１０個

株式会社佐嘉平川屋 代表取締役 平川　大計 温泉湯豆腐 （ごまだれ付き） ２４個

真右衛門株式会社 代表取締役 馬場　九州夫 コーヒー碗 ３客

角味噌醤油株式会社 代表取締役 角　良孝 ごましょうゆ 150ml 20 個

瀬頭酒造株式会社 代表取締役 瀬頭　平治 清酒 「金紋東長」 720ml １２本

株式会社太一郎窯 代表取締役 冨永　十喜信 藍鍋島紋様マグカップ ２０個

株式会社多久製作所　 代表取締役社長 山本　泰三 「肥前蔵心」 純米吟醸 720ml　 １０本

株式会社鶴屋菓子舗 代表取締役社長 堤  一博 YOKANGO （ヨーカンゴー） １００本

株式会社戸上電機製作所 関西支店 支店長 小松　信一郎 清酒 「能古見」 特別純米辛口 720ml １０本

のり道楽三福海苔株式会社 代表取締役 川原　常宏 一番摘み味 ２０袋

久光製薬株式会社大阪支店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支店長 河野　聖一 ①さが美人アスパラガス化粧水②さが美人有明のり化粧水 各２６５個

深川製磁株式会社大阪営業所 所長 近藤　隆志 みず玉　楕円長小皿 １０枚

桝田米穀店 代表 桝田　秀二 さがびより 1kg １０個

松浦一酒造株式会社 代表取締役 田尻　泰浩 松浦一甘酒 １２本

松尾建設株式会社大阪支店 支店長 井田　了 村岡総本舗 「小型小城羊羹」 ２００本

合資会社光武酒造場 社長 光武　博之 純米吟醸 「光武」 720ml ６本

光武製菓株式会社 代表取締役社長 光武　信一郎 お菓子 （白大豆グラッセ /75g） 15 袋 ２０ケース

宮島醤油株式会社 代表取締役社長 宮島　治 ①減塩寒仕込醤油 「蓮花」 100 ｍ l ②一口カレー 30g × 10 ①２０本
②２０袋

株式会社宮本邦製菓　 代表取締役 宮本　邦敏 SOY 美 EAN 3 品 ２０セット

宗政酒造株式会社　 代表取締役社長 山﨑　耕造 本格焼酎 「のんのこ黒」 （720 ｍℓ） １２本

株式会社村岡総本舗　 代表取締役社長 村岡　安廣 小型小城羊羹 ２００本

株式会社名門大洋フェリー　 代表取締役社長 野口　恭広 大阪南港～北九州門司港　乗用車付きファースト２名様 （往復） １組

株式会社ヨコオフーズ 代表取締役 横尾　和浩 みつせ鶏　丸焼きロースト　 ３羽

吉田酒店　 代表 増田　精三 能古見特別純米 各３本

協賛品寄贈者ご芳名
（企業・団体） (五十音順・敬称略 )
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市町名 市町長名 寄　　贈　　品　　名 数　　量

佐賀市 坂井　英隆 ①シギの恩返し米プレミアム ②バルーングッズ 各５セット

唐津市 峰　達郎 ①唐津陶片せんべい（3 枚入り）②松浦漬詰合せ（80g × 2 個）③唐津茶（極
上煎茶）

①②各３箱③２箱

鳥栖市 向門　慶人 鳥栖のお菓子詰合せ １０箱

多久市 横尾　俊彦 ( 株 ) ｵﾆｻﾞｷｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ　定番商品の３点セット ５個

伊万里市 深浦　弘信 ①伊万里焼コーヒー碗②伊万里焼風鈴③伊万里茶 ①１個②２個③４個

武雄市 小松　政 佐賀県産高オレイン酸大豆使用　からだにうれしすぎる大豆ｾｯﾄ ４セット

鹿島市 松尾　勝利 鹿島の日本酒 （蔵心 ・ 光武 ・ 鍋島 ・ 能古見 ・ 幸姫） ５本

小城市 江里口　秀次ogi cube オギキューブ １０個

嬉野市 村上　大祐 うれしの茶　蒸製玉緑茶 ・ 釜炒り茶セット ５セット

神埼市 實松　尊徳 ①ひしぼうろ （12 個入り） ②くわびしぼうろ （12 個入り） 各３箱

吉野ヶ里町 伊東　健吾 ①道の駅さざんか千坊館特産品詰合せ②さがびより無洗米 2 合入り ①３セット②２５５袋

基山町 松田　一也 基山茶 １個

みやき町 岡　毅 東尾そば （４人前） １０ｾｯﾄ

玄海町 脇山　伸太郎中山牧場　佐賀牛ギフト １ｾｯﾄ

有田町 松尾　佳昭 高菜の華 （３個入り） 10 セット

大町町 水川　一哉 炭鉱焼き豚 ５個

江北町 山田　恭輔 今村みかんジュース 2 本セット ２セット

白石町 田島　健一 ①玉ねぎスープ②レンコンチップス 各１０個

太良町 永淵　孝幸 ハム詰合せ ５セット

( 敬称略 )
（佐賀県内各市町）

協賛品寄贈者ご芳名
(敬称略 )
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前
日
か
ら
皆
で
会
場
準
備
、
福
袋
を
準
備
し
ま
し
た

　

６
月
１
日
の
「
総
会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
の
前

日
に
は
約
30
名
の
役
員
及
び
有
志
の
会
員
、
そ
し
て

友
人
、
知
人
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
頂
い
て
、
会
場

の
準
備
、
当
日
の
参
加
者
全
員
に
お
渡
し
す
る
お
土

産
袋
２
８
０
個
の
準
備
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
、
準
備
に
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

少
し
余
裕
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
和
や
か
な
雰

囲
気
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

準
備
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
為
の
前
準

備
に
事
業
部
の
中
村
事

業
部
部
会
長
、
井
手
副

会
長
、
川
崎
理
事
の
ご

努
力
と
共
に
、
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
皆
様
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

メイキング　オブ　「総会・ふるさと交流会」 「前日からみんなで準備作業頑張りました！！」
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（今年の長寿表彰対象者）

卒寿  江頭 利夫 様

米寿  野口 文夫 様

         松尾 國善 様

傘寿　岡 豪敏 様

　　　　納塚 信水 様

　　　　野田 大介 様

　　　　八頭司 幸光 様

   

佐
賀
県
庁
の
税
政
課
主
事
の
山
根
有
稀
様

よ
り
、
佐
賀
県
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
特
産
品
の
返
礼

に
留
ま
ら
ず
、
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援

す
る
も
の
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
地
域
活
動
の

支
援
を
行
う
も
の
に
対
し
て
様
々
な
寄
附
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
援
寄
附
を
例
に
挙
げ
る

と
佐
賀
県
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
サ

ガ
ン
鳥
栖
、SAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
佐

賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
、
レ
オ
ブ
ラ
ッ
ク
ス
・
レ

オ
ナ
イ
ナ
ー
ズ
に
対
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
導
入
、
選
手
の
練
習
環
境
の
整
備
、
ユ
ー

ス
育
成
な
ど
の
支
援
が
行
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
県
内
学
校
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
教
材
、
部
活
動
用
品
、
学
校
備
品
の
整

備
等
、
教
育
環
境
の
充
実
へ
の
寄
附
を
行
う

佐賀県のふるさと納税について

税政課主事　山根 有稀 様

事
が
出
来
ま
す
。

　

特
産
品
の
返
礼
に
関
し
て
は
「
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
」
を
拡
充
し
て
従
来
の
８
０
３

品
目
か
ら
２
２
０
８
品
目
と
な
り
、
幅
広
い

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
選
ん
で
頂
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

人
気
が
高
い
返
礼
品
と
し
て
は
「
呼
子
剣

先
イ
カ
」、「
ほ
ん
の
り
ピ
ン
ク
白
い
ち
ご(

淡

雪)

」、「
佐
賀
牛
ス
テ
ー
キ
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
」

等
を
ス
ラ
イ
ド
の
資
料
を
も
と
に
説
明
を
さ

れ
「
是
非
、
本
会
場
の
ふ
る
さ
と
納
税
ブ
ー

ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」
と
熱
い
PR
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
。

長寿表彰「記念品贈呈」

昨年の総会以降に卒寿（90歳）、米寿（88歳）と傘寿（80歳）を迎えられた方々にお
祝いの記念品贈呈を行いました。記念品贈呈は代表として卒寿  江頭 利夫さんに贈呈を
行い、卒寿を迎えられたお気持ちを元気に語って頂きました。
いつまでも健康でお過ごし下さい。

卒寿  江頭 利夫 さん
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誠にありがとうございました。

ここに、 ご芳名を掲載しお礼とさせて頂きます。

今後の県人会事業運営に有効活用させて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ 事務局一同）

ご協力ありがとうございました♪

（ア行） 鎌田　明子 瀬戸　健司 西本　八千代 丸尾　繁治 山口　勉
青木　日出夫 嘉村　秀吉 瀬戸口　俊男 仁田　邦男 松井　洋子 山口　虹雪
青木　兵庫 加茂　五男 副島　義憲 納塚　信水 松尾　國善 山口　則良
秋山　新子 辛島　邦晴 園原　環江 野口　文夫 松尾　忠彦 山口　秀則
井口　洋子 川﨑　春代 （タ行） 野田　大介 松尾　信夫 山碕　和子
池田　源次郎 川﨑　博章 平　博道 野中　修誠 松尾　博 山田　廣
井﨑　雅大 川原　利夫 田口　常馬 野中　義秋 松尾　弘之 山田　征雄
石崎　克弘 神田　亜希子 武雄　圭一郎 野間　晴行 松尾　正隆 山田　實
井手　敏久 岸川　英司 竹村　基 野村　みどり 松尾　正則 山中　キミヨ
井手　幸子 北村　浄 田代　清 （ハ行） 松木　義昭 山野　芳子
稲富　弘満 木寺　幾久子 田中　常義 橋間　元徳 松林　淳 𠮷岡　信夫
犬塚　勝成 木原　悟 田中　弘章 橋本　良二 松本　恵美子 𠮷岡　洋
井上　伸二 久我　幸司 谷口　セツ子 八田　信男 松本　廣司 吉川　律子
井上　秀昭 空閑　文彦 中元寺　隆吉 羽根　 彰 三島　孝之 吉永　奈保美
井上　由美子 黒川　時彦 辻　悦子 林　博幸 溝上　文夫 吉村　昭信
今泉　和彦 黒木　賢一郎 辻　和弘 原　正之 溝口　光子 吉村　照治
今福　佐智子 古賀　博美 辻井　寄子 原　保代 道山　容一 米村　誠
岩尾　慶一 古賀　幹雄 辻村　利子 原田　則子 南口　弘子 力武　實
植松　博 古賀　光子 土田　末夫 東島　時男 峰下　順三 （ワ行）
内田　康彦 小西　一俊 堤　喜美江 樋口　保成 宮城   孝弘 若林　稔
江下　正敏 古村　武子 堤　伸策 日野　睦男 宮崎　淳子 和智　ちさと
江島　忠宏 菰原　則子 常行　博信 平山　敏之 宮島　清也
江里口　義人 小柳　茂 寺山　守也 廣口　征男 宮田　武邦
遠藤　孝良 桟　　行雄 富木　つや子 深川　義隆 三輪　チエミ
大石　美佐子 （サ行） 鳥井　智子 福井　良子 虫鹿　壽美子
大木　邦昭 酒井　勝 （ナ行） 福田　章 村岡　久仁子
大坪　勝行 坂本　俊宜 内藤　香實 藤野　千代麿 毛利　明彦
大手　玲子 相良　広基 永尾　善彦 藤弥　咲子 本野　弘文
大野　勝英 定松　武 中島　好昭 藤弥　文枝 本村　康夫
大屋　清 佐藤　久美　 中島　則夫 古川　秀喜 本山　幸一
大山　満江 佐藤　智美 中島　正治 星野　鐘雄 本山　繁
小川　里美 島　和男 中島　勝 堀　文夫 森　巌
小川　勉生 島ノ江　繁吉 仲野　輝男 福富　一郎 森園　泰之
奥　勝利 島ノ江　美佐子 永松　典子 （マ行） 森本　さとえ
奥　シゲ子 生部　初男 中村　重人 前川　英夫 諸泉　紀男
尾﨑　憲昭 白川　光弘 中村　司　 前田　和義 （ヤ行）
（カ行） 白畑　正江 中山　利則 前田　庄介 矢次　馨
片渕　テル子 陣川　洋子 中山　正文 牧野　隆司 八頭司　幸光
楞野　正憲 新宮　威一 南里　節子 増田　哲好 山内　冬子
兼原　アツ子 杉本　義昭 西兼　知昭 増田　浩堂 山際　正枝

会報誌発行に対して、多くの会員の皆様からの心暖かい「ご協力金」を頂きました。
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will in
troduce

●
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

佐
賀
県
伊
万
里
市
出
身
の
東
美
紗
都
と
申
し
ま
す
。
佐
賀
県

庁
職
員
で
、
関
西
・
中
京
事
務
所
に
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
今

年
の
３
月
ま
で
の
２
年
間
所
属
し
て
お
り
、
関
西
佐
賀
県
人
会

の
皆
さ
ま
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

●
出
身
地
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

　

や
き
も
の
と
フ
ル
ー
ツ
の
里
、
伊
万
里
市
で
す
。

●
県
庁
に
就
職
さ
れ
た
動
機
は
？

　

県
外
の
大
学
へ
進
学
し
、
初
め
て
地
元
を
離
れ
て
日
々
を
過

ご
す
中
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に
貢
献
し
た
い
、
よ
り
多
く

の
人
に
佐
賀
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
、
幅
広
い
分
野
の
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
県
内
外
の

人
々
に
広
く
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
県
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

●
佐
賀
に
戻
ら
れ
た
お
気
持
ち
は
？

　

ふ
る
さ
と
の
佐
賀
は
や
っ
ぱ
り
い
い
な
〜
と
い
う
気
持
ち

と
、
大
阪
が
恋
し
い
気
持
ち
が
半
々
で
す
。

●
関
西

・
中
京
事
務
所
勤
務
で
の
思
い
出
は
？

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
半
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
第
71
回
関

西
佐
賀
県
人
会
総
会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
関
西
の
地
に
佐
賀
を
愛
し
て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
て
感
動
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
県
庁
職
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
準
備
に
も
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
開
催
運
営
に
奔
走
す
る
役
員
の
皆
さ
ま

を
間
近
に
し
て
い
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
な
い
中
で
も

た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
賑
わ
い
の
開
催
だ
っ

た
こ
と
が
一
層
嬉
し
く
、
感
慨
深
い
思
い
出
で
す
。

●
大
阪
で
の
思
い
出
は
？

（
好
き
な
場
所
、
思
い
出
）

　

大
阪
に
着
任
す
る
１
年
前
、
開
催
50
周
年
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
で
「
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」
が
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
足
を

踏
み
入
れ
た
「
せ
ん
び
る
」
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
佇
ま
い

が
心
地
よ
く
、
あ
ま
り
に
も
広
大
な
館
内
は
複
雑
に
入
り
組

ん
で
い
る
箇
所
も
あ
り
、
た
ま
に
訪
れ
て
は
探
索
気
分
で
歩

き
回
っ
て
い
た
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。

●
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
お
仕
事
は
？

　

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
推
進
室
（
通
称
「
コ
ス
メ
室
」）

に
て
、
佐
賀
県
を
「
日
本
一
コ
ス
メ
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す
い

ま
ち
」
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」

の
広
報
や
産
官
学
連
携
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
災
害
が

少
な
く
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
地
理
的
優
位
性
を
活
か

し
て
、
佐
賀
県
に
コ
ス
メ
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
産
業
を
集
積

さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て
コ
ス
メ
に

関
す
る
自
然
由
来
原
料
の
供
給
地
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

２
０
１
３
年
に
「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
広
報
担
当
と
し
て
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

取
り
組
み
や
商
品
を
体
感
で
き
る
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｔ
Ｖ
等
の
メ
デ
ィ
ア
も

活
用
し
、
よ
り
広
く
深
い
発
信
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
仕
事
を
す
る
上
で
の
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
業
務
の
中
で
、
何
を
す
れ
ば
県
民
の

方
々
の
幸
せ
に
繋
が
る
か
、
県
民
の
方
々
の
よ
り
よ
い
生
活

を
実
現
す
る
た
め
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
第
一
に
考
え
て

い
ま
す
。

●
ご
趣
味
は
？

　

読
書
と
美
術
鑑
賞
で
す
。
大
阪
に
は
市
内
だ
け
で
も
巡
り

「関西 ・ 中京事務所で活躍されていた東さんの活躍に注目！」

切
れ
な
い
ほ
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
館
が
あ
り
、
大
変

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
佐
賀
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
企
画

展
ご
と
に
必
ず
会
期
中
一
度
は
県
立
美
術
館
に
通
っ
て
い

ま
す
。

●
好
き
な
食
べ
物
は
？

　

甘
い
物
が
大
好
き
で
、
特
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
冬
で

も
冷
凍
庫
に
常
備
し
て
い
ま
す
。

●
休
日
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

家
で
の
ん
び
り
本
を
読
ん
で
過
ご
し
た
り
、
美
術
館
を

巡
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ス
メ
室
担
当
と
し
て

化
粧
品
の
知
識
を
身
に
着
け
た
い
と
思
い
、
こ
の
と
こ
ろ

「
日
本
化
粧
品
検
定
」
の
勉
強
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

●
佐
賀
で
お
奨
め
の
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

唐
津
市
の
七
つ
の
離
島
は
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
高
島
は
宝
く
じ
が
当
た
る
島
と
し
て
有
名
で
、
神
集

島
で
は
エ
ミ
ュ
ー
が
放
牧
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
加
唐

島
（
か
か
ら
じ
ま
）
は
「
椿
の
島
」
と
し
て
知
ら
れ
、
約

4
万
5
千
本
の
椿
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
島
民
が
作
る
椿

油
は
コ
ス
メ
原
料
と
し
て
人
気
で
す
。
加
唐
島
は
「
猫
の

島
」
と
も
呼
ば
れ
、
訪
れ
る
と
た
く
さ
ん
の
猫
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
島
唯
一
の
カ
フ
ェ
で
は
、
島
野
菜
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。
猫
好
き
の
方
に
は
特
に
お

す
す
め
で
す
。

●
今
後
の
展
望
や
目
標
は
？

   

佐
賀
県
を
「
日
本
一
コ
ス
メ
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す
い
ま

ち
」
に
す
る
た
め
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
を
広
く
発
信

す
る
様
々
な
手
段
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

宮
城
）

佐賀県産業労働部
ものづくり産業課 
コスメティック産業推進室

あずま　みさと
東　美紗都さん

佐
賀
に
戻
ら
れ
た
後
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
安
心

し
ま
し
た
。
先
日
も
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
の「COSM

EW
eek

」

に
佐
賀
県
ブ
ー
ス
を
出
展
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
た
大
阪

に
来
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ま
た
食

事
会
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
！
今
後
の
御
活
躍
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
会　

一
同
）

　　「紹介します」　東美紗都さん　（伊万里市出身）
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佐
賀
県
人
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

㈱
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
の
山
本
哲
也
で
す
。 
私
自
身
は
京
都

生
ま
れ
京
都
育
ち
で
佐
賀
県
と
は
関
わ
り
が
な
く
、
会
報
誌
に

出
る
よ
う
な
資
格
は
な
く
、
お
声
を
掛
け
ら
れ
た
時
は
本
当
に

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
こ

と
で
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
勤
務
す
る

名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
は
大
阪
南
港
か
ら
北
九
州
・
新
門
司
港
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
会
社
で
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
人
と
車
両
を
運
ぶ
輸
送
機
関
で
す
が
、
旅
客
部

門
で
は
直
近
の
２
０
２
３
年
度
に
は
旅
客
55
万
人
、
乗
用
車

14
万
台
を
輸
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
佐
賀
県
在
住
の
方

に
は
７
５
０
０
人
、
２
５
０
０
台
乗
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
貨
物
部
門
で
は
ト
ラ
ッ
ク
19
万
台
を
輸
送
し
て
い
ま

す
が
、
佐
賀
県
産
品
も
多
く
運
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
物

流
分
野
で
の
「
２
０
２
４
年
問
題
」
で
も
っ
と
ご
利
用
は
増
え

る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
す

る
た
め
、
ご
乗
船
い
た
だ
い
て
い
る
間
は
休
息
期
間
に
な
る

フ
ェ
リ
ー
は
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
営
業
一
筋
の
会
社
人
生
40
年
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
貨
物
部
門
も
旅
客
部
門
も
経
験
さ
せ
て
も
ら

い
多
く
の
方
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
佐
賀

県
の
方
は
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
何
人
か
の
会
社
の
先
輩

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
大
ら
か
な
人
付
き
合
い
の
良
い
人
ば
か

り
で
し
た
。
た
だ
付
き
合
い
が
良
い
だ
け
で
な
く
、
人
の
た

め
一
肌
脱
ぐ
と
い
う
人
ば
か
り
で
し
た
。
営
業
で
初
め
て
佐

賀
県
の
方
と
接
し
ま
し
た
の
は
、
多
久
の
運
送
会
社
の
方
で

し
た
。
ご
年
配
の
社
長
様
で
し
た
が
、
な
か
な
か
お
話
に
な

る
言
葉
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
清
水

の
滝
に
鯉
を
食
べ
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鯉
の

洗
い
、
鯉
こ
く
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
育
っ
た
京

都
も
海
が
遠
い
の
で
川
魚
は
よ
く
食
べ
ま
す
の
で
同
じ
だ
な

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
も
暖
か
な
性
格
の
方
で
し
た

が
、
き
っ
と
佐
賀
県
に
は
北
の
荒
々
し
い
玄
界
灘
か
ら
南
の

穏
や
か
な
有
明
海
が
あ
り
、
そ
の
間
に
は
山
間
部
が
あ
り
、

県
民
性
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

県
人
会
の
部
会
に
も
伊
万
里
、
唐
津
・
・
・
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
ね
。「
佐
賀
県
最
高
！
」
山
口
県
知
事
が
よ
く
使
わ

れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
人
の
好

き
な
私
と
し
て
は
皆
様
と
大
変
楽
し
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
㈱
名
門
大
洋
フ
ェ

リ
ー
と
も
ど
も
お
付
き
合
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
フ
ェ
リ
ー
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
佐
賀
県
の
美
し
い
自
然
や
歴
史
的
な
名
所

株
式
会
社
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー

　

     

常
務
執
行
役
員　

　　
　
山
本
哲
也
さ
ん

やまもと　てつや

山本　哲也さん

名門大洋フェリーにて執行役員、 営業から講師まで幅広く活躍中！！

「紹介します」　津田利通さん　（福岡市出身）

will in
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を
訪
れ
る
た
め
に
、
多
く
の
観
光
客
が
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
快
適
で
安
全
な
旅
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
で
は
環
境
へ
の
配
慮
も
重
要

視
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
技
術
を
導
入
し
、
燃
料
効
率
の

向
上
や
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
環
境
に
優
し
い
輸
送
手
段
と
し
て
の
フ
ェ
リ
ー
の
役

割
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
ま
す
。
佐
賀
県
の
皆
様
に
も
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

フェリー講座資料 (PDF)
「船で行く修学旅行」
是非、御覧下さい !!

昨年の「ふるさと佐賀紀行」では大変お世
話になりました。新造船での船旅は船内が
非常に清潔で、バイキング形式の食事も豊
富で、とても快適な旅を楽しむことができ
ました。特に、船内の設備やサービスの質
の高さには感動しました。スタッフの皆
様の親切な対応や、さまざまなアクティビ
ティも充実しており、乗船中は退屈するこ
となく過ごせました。
　また、瀬戸内海の美しい景色を海から眺
めることができたのも素晴らしい体験でし
た。船上から見る朝日や夕日は格別で、心
に残る思い出となりました。次回の旅行で
も、ぜひ名門大洋フェリーを利用させてい
ただきたいと思います。これからもどうぞ
よろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　（広報部会　丸尾）

公式ホームページはこちら➡

「紹介します」　山本哲也さん　（京都市出身）
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◇
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

佐
賀
県
嬉
野
市
出
身
の
久
我
幸
司
と
申
し
ま
す
。
妻

と
4
歳
の
息
子
の
3
人
で
東
三
国
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
関
西
佐
賀
県
人
会
の
バ
ス
旅
行

「
ふ
る
さ
と
佐
賀
紀
行
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
関
西
佐
賀
県
人
会
に
お
誘
い
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。。

◇
現
在
の
お
仕
事
は
？

　

佐
賀
県
の
バ
ス
会
社
、
祐
徳
自
動
車(

株)

大
阪
営

業
所
に
て
、
関
西
地
域
か
ら
九
州
へ
の
団
体
旅
行
で
使

用
す
る
観
光
バ
ス(

九
州
内
の
バ
ス)

の
営
業
を
し
て

お
り
ま
す
。
関
西
圏
内
の
企
業
、
自
治
体
、
学
校
な
ど

幅
広
く
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
出
身
地
は
？

    

温
泉
と
お
茶
の
産
地
、
嬉
野
市
で
す

◇
い
つ
頃
ま
で
佐
賀
に
居
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

生
ま
れ
て
高
校
ま
で
佐
賀
県
嬉
野
市
で
生
活
を
し
て

い
ま
し
が
、東
京
の
大
学
に
進
学
、そ
の
ま
ま
就
職(

現

在
と
は
違
う
職
種)

し
て
東
京
に
い
ま
し
た
。
28
歳
で

佐
賀
に
戻
り
祐
徳
バ
ス
に
就
職
、
37
歳
ま
で
佐
賀
に
い

ま
し
た
が
、
今
度
は
大
阪
に
転
勤
と
な
り
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

◇
佐
賀
で
の
思
い
出
は
？

　

子
供
の
頃
か
ら
参
加
し
て
い
た
地
元
の
お
祭
り(

浮

立)

が
大
好
き
で
し
た
。
浮
立
と
は
鎌
倉
時
代
か
ら
続

く
伝
統
行
事
で
、
風
日
に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
浮
立

奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
祭
り
の
前
に
は
連
日
、
浮
立

の
奉
納
の
舞
を
奉
納
す
る
為
、
鐘
や
笛
を
練
習
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
町
を
上
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
、
浮
立
に
参
加
す
る
事
に
は
誇
り
と
憧
れ
が

有
り
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
佐
賀
に
戻
っ
て
か
ら
、
再
び
浮
立
に

参
加
出
来
た
事
は
良
い
思
い
出
で
す
。

◇
佐
賀
の
良
い
と
こ
ろ
を
一
言
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
嬉
野
市
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
食
べ
物

が
新
鮮
で
美
味
し
く
、
緑
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
、
嬉
野

温
泉
か
ら
車
で
５
分
く
ら
い
の
所
に
、「
轟
の
滝
公
園
」

と
い
う
所
が
あ
り
、
轟
の
滝
を
様
々
な
方
向
か
ら
楽
し

め
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
散
歩
す
る
に
は
良

い
場
所
で
お
気
に
入
り
の
場
所
の
一
つ
で
す
。
最
近
で

は
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
出
来
て
、

サ
ウ
ナ
の
後
、
川
に
飛
び
込
み
が
出
来
る
み
た
い
で

す
。
嬉
野
に
行
か
れ
た
際
は
是
非
、
お
立
ち
寄
り
下
さ

い(

笑)

◇
現
在
の
お
住
ま
い
は
？

大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
で
す
。
新
大
阪
駅
に
近
い
の

で
、
移
動
手
段
が
便
利
で
す
。

◇
お
仕
事
で
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
団
体
旅
行
が
集
中
す
る
事
で
、
観

光
バ
ス
の
確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と
で
す
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
繁
忙
期
に
入
り
、
団
体
旅
行
の
依
頼
が
有
っ

て
も
バ
ス
の
手
配
が
追
い
つ
か
な
い
の
で
苦
労
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
か
ら
は
、
団
体
旅
行
も
増

え
て
大
変
で
す
ね
。

◇
仕
事
を
す
る
上
で
の
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　

お
客
様
の
希
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
旅
行(

バ

ス)

を
提
供
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
移
動

す
る
車
内
で
、
い
か
に
快
適
に
過
ご
し
て
頂
く
か
を

日
々
考
え
て
い
ま
す
。

◇
休
日
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

私
自
身
、
出
掛
け
る
の
が
好
き
な
の
で
、
休
日
は
妻

と
4
歳
の
子
供
と
観
光
地
や
公
園
な
ど
に
行
っ
て
ま

す
。

◇
座
右
の
銘
は
？

今
ま
で
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
謹
厳
実
直(

き
ん
げ
ん
じ
っ
ち
ょ
く)

と
い
う
言

葉
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

◇
今
後
の
展
望
や
目
標
は
？

　

佐
賀
の
観
光
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
九
州
に
沢
山

の
方
が
旅
行
に
お
越
し
頂
け
る
よ
う
、佐
賀
県(

九
州)

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
広
報
部
会　

宮
城
）

「
ふ
る
さ
と
佐
賀
紀
行
」
バ
ス
ツ
ア
ー
企
画

　
　
　

で
の
功
労
者

　

祐
徳
自
動
車

（
株
）
久
我
幸
司
さ
ん

関西佐賀県人会主催「ふるさと交流バスツアー」でお世話になった
祐徳自動車 ( 株 ) 大阪営業所の久我幸司さんを紹介します。
度重なる企画会議にもご参加頂き、バス旅行のスペシャリストなら
ではの提案で、楽しい旅行が実現出来ました。有り難うございます。

次回の旅行企画の際は、また宜しくお願いします。

「紹介します」　久我幸司さん　（嬉野市塩田町出身）

現在の武雄市から鹿島市の祐徳稲荷神社を結んでい
た祐徳軌道の廃止・会社解散に伴い、同社のバス部
門の後身として、1932 年（昭和 7 年）12 月 11 日
付に設立。現在は交通事業や流通業等を多角的に行っ
ている。佐賀県・長崎県では大手のホームセンター
「ホームセンターユートク」の経営も手掛けるなど、
様々な事業を行っている。

祐徳自動車 ( 株 )

公式 URL

will in
troduce

く　が　　こうじ

久我　幸司さん
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さぁ出かけよう！！

と き：2024 年 11 ⽉ 15 ⽇（⾦）10 時 30 分〜 17 時
ところ：京都霊⼭護国神社（京都市東⼭区清閑寺霊⼭町 1）
内 容：坂本⿓⾺ゆかりの 7 県合同の観光 PR（佐賀県も出展！）

〇佐賀さいこう！フェア 秋編
と き：2024 年 11 ⽉
ところ：⼤阪市内百貨店・⼩売店
内 容：佐賀⽜等佐賀県特産品販売

○⿓⾺ゆかりの県観光展

○九州・⼭⼝合同移住相談会
と き：2024 年 11 ⽉ 17 ⽇（⽇）11 時〜 16 時
ところ：OMM 展⽰ホール C ホール（⼤阪府⼤阪市中央区⼤⼿前 1-7-31）
内 容：九州、沖縄、⼭⼝９県合同の移住イベント（佐賀県も出展！）

〇九州・沖縄観光物産展
と き：2024 年 11 ⽉ 20 ⽇（⽔）、21 ⽇（⽊）11 時〜 19 時
ところ：ディーズスクエア（ディアモール⼤阪内）
内 容： 佐賀県特産品販売・観光 PR

〇万博鉄道まつり 2024 with 観光 EXPO
と き：2024 年 11 ⽉ 30 ⽇（⼟）、12 ⽉ 1 ⽇（⽇）９時 30 分〜１６時
ところ：⽇本万国博覧会記念公園 「東の広場」他
内 容：佐賀県特産品販売・観光 PR

佐賀県関西 ・ 中京事務所からのお知らせ

佐賀の
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〇ふるさとの観光と名産品まつり＜１ビルまつり＞
と き：2024 年 12 ⽉ 5 ⽇（⽊）、6 ⽇（⾦）11 時〜 17 時
ところ：⼤阪駅前第１ビル
内 容：佐賀県特産品販売

〇「まんなか佐賀」観光 & 物産展（佐賀広域圏観光等推進委員会）
と き：2024 年 12 ⽉ 6 ⽇（⾦）、7 ⽇（⼟）10 時〜 17 時
ところ：ディーズスクエア（ディアモール⼤阪内）
内 容：佐賀県内５市町の特産品販売・観光 PR

〇「⿅島市フェア」観光・物産展
と き：2025 年 1 ⽉
ところ：ディーズスクエア（ディアモール⼤阪内）
内 容：佐賀県⿅島市の特産品販売・観光 PR

〇佐賀さいこう！フェア 春編
と き：2025 年 2 ⽉〜 3 ⽉
ところ：⼤阪・京都・名古屋各百貨店
内 容：いちごさん、にじゅうまる等佐賀県特産品販売

〇 JA 全農× JR ⻄⽇本 JR ⼤阪駅みのりみのるマルシェ（予定）
と き：2024 年 12 ⽉ 14 ⽇（⼟）11 時〜 18 時
ところ：JR ⼤阪駅ノースゲートビルディング２階「アトリウム広場」
内 容：佐賀県特産品販売・観光・UI ターン PR
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SAGA久光久光スプリングス HOME GAME in KOBE

　

私
た
ちSAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
は
２
０
２
３
年
５
月
か
ら

佐
賀
県
鳥
栖
市
の
サ
ロ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
８
年
に
久
光
製
薬
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
今
年
で
創
立
76
年
目

に
な
り
ま
す
。 SAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
と
関
西
と
の

関
わ
り
と
し
て
は
チ
ー
ム
統
合
の
変
遷
の
過
程
で
２
０
０
１
年

か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
を
神
戸
市
西
区
を
練
習
拠
点
と
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

SAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
は
佐
賀
県
内
で
の
地
域

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
で
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
つ
り
鳥
栖
、
地
区
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
小
学
校
で
の
挨
拶
活
動
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
を

通
じ
て
県
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
国
ス
ポ
全
障
ス
ポ
が
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

SAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
の
代
表

と
し
て
１
４
名
選
出
さ
れ
、
佐
賀
県
を
代
表
し
て
10
月
６
日

よ
り
戦
い
、
２
０
２
３
年
鹿
児
島
国
体
に
続
い
て
の

SAGA

国
ス
ポ
で
の
二
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。　

国
ス
ポ
を
終
え
る
と
い
よ
い
よ
大
同
生
命SV
リ
ー
グ
が
10
月

よ
り
開
幕
し
ま
し
た
。

　

大
同
生
命SV

リ
ー
グ
は
世
界
最
高
峰
を
目
指
す

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
す
。
試
合
数
の
増
加
や

外
国
人
選
手
枠
の
増
加
な
ど
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で

の
リ
ー
グ
戦
に
比
べ
て
高
い
水
準
で
の
試
合
展
開

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
女
子
は
14
チ
ー
ム
参
戦
し
、

SAGA

久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
は
初
代
女
王
獲
得
を

目
指
し
戦
い
ま
す
。
新
し
く
始
ま
る
リ
ー
グ
だ
か
ら

こ
そ
、
佐
賀
県
の
皆
様
と
と
も
に
戦
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
11
月
9
日
10
日
は

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
縁
で
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸

でHOME GAME 

を
開
催
し
ま
す
。
迫
力
の
あ
る

試
合
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
是
非
試
合
会
場
で

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

HOME GAME

が
よ
り
楽
し
め
る
優
先
入
場
や

チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
購
入
が
可
能
な
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
と
と
も
に
佐
賀
県

を
背
負
っ
て
戦
え
る
こ
と
を
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

HOME GAME 情報はこちら https://saga-springs.co.jp/hgnavi/
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　スポーツ振興

　祝！有田工業高校　夏の甲子園２年ぶり出場！　

激励会

大会報告
2
年
ぶ
り
3
回
目
の
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
有
田
工
業

高
校
！
初
日
の
８
月
７
日
（
水
）、
開
幕
試
合
で
滋
賀
学
園
高
校

と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

今
年
100
周
年
を
迎
え
る
甲
子
園
球
場
で
の
記
念
の
大
会
。

猛
暑
の
中
、
1
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
は
、
生
徒
、
保
護
者
、

卒
業
生
、
県
人
会
関
係
者
な
ど
多
く
の
方
々
が
応
援
に
か
け
つ

け
、
赤
色
の
チ
ー
ム
シ
ャ
ツ
を
身
に
ま
と
い
、
応
援
席
を
真
っ

赤
に
染
め
、
熱
い
声
援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
初
回
に
失
点
し
追
い
か
け
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

3
回
裏
に
２
死
か
ら
相
手
の
失
策
で
出
塁
し
た
大
古
場
選
手
が

１
番
丸
田
選
手
の
安
打
で
生
還
し
、
1
点
を
返
し
ま
し
た
。

続
く
4
回
裏
に
は
、
2
番
川
尻
選
手
と
3
番
井
崎
選
手
が
俊
足

を
生
か
し
、
内
野
安
打
で
出
塁
、
４
番
山
口
選
手
の
適
時
打
と

補
逸
で
同
点
と
す
る
と
、
２
死
か
ら
７
番
石
永
選
手
も
右
前
打

で
続
き
３
点
と
連
続
得
点
を
挙
げ
こ
の
回
４
対
３
と
一
時
逆
転

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
再
び
逆
転
を
許
し
６
点
差
を
追
う
展
開
と
な
り
、
土

壇
場
の
９
回
裏
、
再
び
逆
転
を
狙
い
、
川
尻
選
手
と
井
崎
選
手

の
連
続
適
時
打
で
粘
り
２
点
を
返
し
ま
し
た
が
、
反
撃
も
そ
こ

ま
で
、
惜
し
く
も
6
対
10
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

主
将
の
前
田
選
手
も
攻
守
で
チ
ー
ム
を
ひ
っ
ぱ
り
、
エ
ー
ス

の
石
永
選
手
も
肘
に
違
和
感
が
あ
り
本
来
の
投
球
が
で
き
な
い

中
で
も
力
投
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
大
会
で
準
々
決
勝
ま
で
進
ん
だ
関
西
の
強
豪
校
、

滋
賀
学
園
を
相
手
に
、
選
手
た
ち
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
最

後
ま
で
諦
め
ず
底
力
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
が
目
標
に
し
て
い
た
甲
子
園
で
の
一
勝
は
果
た
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
気
持
ち
の
伝
わ
る
好
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
粘
り

の
野
球
で
最
後
ま
で
精
一
杯
戦
っ
た
選
手
た
ち
に
応
援
席
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
関
西
佐
賀
県
人
会
か
ら
古
賀
副
会
長
、
丸
尾
副

会
長
、
相
良
監
査
役
、
福
富
事
務
局
長
、
JA
さ
が
関
西
営
業
所

か
ら
坂
井
所
長
、
齋
藤
係
長
、
佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
か

ら
藤
田
所
長
、
村
山
課
長
な
ど
10
数
名
の
県
人
会
関
係
者
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
役
員
か
ら
は
甲
子
園
出

場
募
金
へ
の
寄
附
も
行
わ
れ
、
佐
賀
県
代
表
校
で
あ
る
有
田
工

業
高
校
を
多
方
面
で
精
一
杯
応
援
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
、
早
朝
か
ら
応
援
グ
ッ
ズ
等
を
準
備
・
配
布
い
た
だ
い
た

有
田
工
業
高
校
の
先
生
方
、
そ
し
て
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
っ
た
地
元
佐
賀
の
大
応
援
団
、
有
田
工
業
高
校
の
卒
業
生
、

関
西
佐
賀
県
人
会
他
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
関
西
伊
萬
里
ん
も
ん

会
幹
事
の
皆
さ
ま
熱
い
「
佐
賀
さ
い
こ
う
！
」
の
応
援
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
２
０
２
４
年
夏
の
甲
子
園
』

　

関
西
佐
賀
県
人
会
は
、
8
月
5
日
（
月
）、
全
国
高

校
野
球
選
手
権
大
会
に
佐
賀
県
代
表
で
出
場
す
る
有
田

工
業
高
校
に
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
か
ら
、
池
田
勝
会
長
、

松
尾
真
也
理
事
長
、
馬
場
健
太
事
務
局
長
が
関
西
佐
賀

県
人
会
事
務
局
を
訪
れ
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
桟
行
雄

副
会
長
、
丸
尾
繁
治
副
会
長
、
中
村
重
人
副
会
長
、
福

富
一
郎
事
務
局
長
と
面
談
、
桟
副
会
長
は
「
甲
子
園
出

場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
大
会
で
接
戦
を
も
の

に
し
た
メ
ン
バ
ー
な
の
で
、
初
戦
突
破
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
激
励
金
を
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

池
田
会
長
か
ら
は
「
第
1
日
目 

第
１
試
合
で
の
試
合

と
な
っ
た
。
過
去
に
甲
子
園
で
優
勝
し
た
佐
賀
商
業
高

校
、
佐
賀
北
高
校
も
開
幕
戦
を
戦
っ
た
の
で
縁
起
が
良

く
期
待
し
て
い
る
。
是
非
、
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し

た
い
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
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鴨川納涼 2024 に「京都佐賀県人会」出店、佐賀県 PR を実施！
　

２
０
２
４
年
（
令
和
6
年
）
8
月
3
日
（
土
）、
京
都
佐
賀

県
人
会
が
「
鴨
川
納
涼
」
に
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

「
鴨
川
納
涼
」
は
鴨
川
三
条
大
橋
か
ら
四
条
大
橋
右
岸
河
川
敷

で
、
毎
年
8
月
第
一
土
・
日
に
開
催
さ
れ
る
京
都
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
京
都
府
民
や
観
光
客
に
定
着
し
て
い
る
お
祭
り
で

す
。
鴨
川
美
化
啓
発
活
動
と
し
て
昭
和
44
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

お
り
、
京
都
府
内
の
市
町
村
・
各
県
人
会
等
に
よ
る
物
産
展
や
、

河
川
美
化
・
環
境
の
啓
発
、
伝
統
産
業
の
Ｐ
Ｒ
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
佐
賀
県
人
会
ブ
ー
ス
で
は
、
木
寺
会
長
を
は
じ
め
県
人
会

会
員
や
関
係
者
の
方
々
が
佐
賀
牛
カ
レ
ー
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
わ
ら
び
餅
、
生
ビ
ー
ル
等
を
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
京
都
佐
賀
県
人
会
創
立
70
周
年
記
念
の
節
目
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
佐
賀
県
PR
も
実
施
！

「
好
き
で
す
！
佐
賀
県
」「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
馬
術
競
技
」
な

ど
佐
賀
県
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
入
っ
た
袋
を
関
西
佐
賀
県
人
会

役
員
、
県
事
務
所
職
員
が
8
月
3
日
（
土
）
16
時
か
ら
200
セ
ッ

ト
を
来
場
者
に
配
布
し
、
佐
賀
県
PR
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
関
西
佐
賀
県
人
会
の
八
田
会
長
を
は
じ
め
、
古
賀

副
会
長
、
福
富
事
務
局
長
、
宮
城
幹
事
、
佐
賀
県
関
西
・
中
京

事
務
所
の
藤
田
所
長
、
村
山
課
長
、
森
主
査
も
来
ら
れ
、
京
都

佐
賀
県
人
会
ブ
ー
ス
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
会
委
員
記
）

鴨川納涼 2024 参加！！

第 41 回関西栄城同窓会　2024/9/28( 土）
　

第
41
回
関
西
栄
城
同
窓
会
は
、
２
０
２
４
年
9
月

28
日
（
土
）
に
新
大
阪
江
坂
東
急
REI
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
159
名
（
佐
賀
高
校
卒
業
67
名
、

佐
賀
西
高
校
卒
業
 90
名
、
来
賓
2
名
）
が
参
加
し
、

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
、
抽
選
会
が

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
抽
選
会
で
は
、

豪
華
な
景
品
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
し
た
。
特
に
、

地
元
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
と
、
歓
声
が
上
が

り
、
会
場
は
一
層
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

   

ま
た
、
同
窓
会
で
は
、
卒
業
生
同
士
の
交
流
を

深
め
る
た
め
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
友
人
た
ち
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
学
生
時
代

の
思
い
出
を
語
り
合
い
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

   

最
後
に
恒
例
の
ミ
ニ
ス
ト
ー
ム
で
校
歌
や
応
援

歌
を
歌
い
、
全
員
で
一
体
感
を
感
じ
な
が
ら
盛
会

の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
卒
業
生
同
士
の
絆
が
さ
ら

に
深
ま
り
、
関
西
栄
城
同
窓
会
の
活
動
が
ま
す
ま

す
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
来
年
は

9
月
20
日
（
土
）
の
開
催
予
定
で
す
。

2024 関西唐津会　総会・親睦会　2024/10/5( 土 )

　

２
０
２
４
年
10
月
5
日
に
「
関
西
唐
津
会
総
会
・
懇
親
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も「
ホ
テ
ル
・
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
」

に
総
勢
47
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
御
来
賓
が
一
堂
に
会

し
て
、
総
会
・
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
昨
年
よ
り

数
名
減
少
し
た
も
の
の
、
関
西
唐
津
会
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い

る「
昨
年
の
唐
津
市
ニ
ュ
ー
ス
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
は
じ
め
、「
ふ

る
さ
と
に
関
す
る
ク
イ
ズ
」
や
お
楽
し
み
の
「
ビ
ン
ゴ
・
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
」
な
ど
で
昨
年
を
上
回
る
熱
気
あ
る
総
会
・
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

  

総
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
を
含
む
7
年
間
に
わ
た
り

会
長
を
務
め
ら
れ
た
坂
本
順
一
氏
か
ら
新
会
長
の
山
岡
茂
年
氏

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
引
継
ぎ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
当
日
は
佐
賀
県
で
開
始
さ
れ
た

「
２
０
２
４
年
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
開
会
式
の
日
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
唐
津
か
ら
の
御
来
賓
が
無
く
残
念
で
し
た
が
、

関
西
か
ら
は
佐
賀
県
関
西
・
中
京
事
務
所
の
藤
田
豊
所
長
様
、

関
西
佐
賀
県
人
会
の
中
村
重
人
副
会
長
様
に
ご
出
席
賜
り
、
ご

挨
拶
と
乾
杯
の
御
発
声
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
阪

駅
前
第
一
ビ
ル
9
階
に
あ
る
佐
賀
県
事
務
所
及
び
関
西
佐
賀
県

人
会
と
関
西
唐
津
会
と
の
更
な
る
交
流
振
興
を
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

  

懇
親
会
は
唐
津
会
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
地
酒
（
太
閤
・

万
齢
）
と
唐
津
焼
の
ぐ
い
吞
み
で
乾
杯
」
で
始
ま
り
、
毎
年
企

画
さ
れ
る
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
で
は
地
元
後
援
会
を
は
じ
め
地

元
の
会
社
か
ら
御
協
賛
頂
い
た
「
唐
津
の
な
つ
か
し
い
特
産
品
」

が
賞
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
の
一
環
と
し
て
毎
年
「
ふ
る
さ

と
の
特
産
品
予
約
販
売
」
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
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創立 70 周年記念祝賀会　京都佐賀県人会　2024/9/29( 日 )

　

２
０
２
４
年
9
月
29
日
（
日
）
に
70
周
年
記
念
祝
賀
会
が
「
か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
京

都
市
長
、
松
井
孝
治
様
の
挨
拶
で
は
、
70
周
年
の
お
祝
い
の
言

葉
と
九
州
に
居
ら
れ
た
時
の
思
い
出
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
京
都
府
副
知
事
の
古
川
博
規
様
や
京
都
の
各
県
の
県
人
会

の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
70
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し

い
賑
や
か
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
木
寺
会
長
の
ご
息
女

も
加
入
さ
れ
て
い
る
「
吹
奏
楽
演
奏
：
マ
マ
さ
ん
プ
ラ
ス
UJI
」

に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
が
あ
り
、
管
楽
器
に
よ
る
生
演
奏

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
演
奏
は

多
く
の
参
加
者
に
感
動
を
与
え
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
協
賛
先
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
豪
華
景

品
が
多
数
あ
り
、
一
巡
し
て
も
景
品
が
余
る
ほ
ど
の
景
品
数
で
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
大
好
評
で
し
た
。
特
に
、
地
元
の
特
産
品

や
旅
行
券
な
ど
が
当
た
る
と
、
歓
声
が
上
が
り
、
会
場
は
一
層

の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
の
中
で
は
、
佐
賀
で
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
70
年
の
歴
史
を
共
有
し
、
次
の
世

代
へ
と
繋
げ
る
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
の
絆
が
さ
ら

に
深
ま
り
、
70
周
年
と
い
う
節
目
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴

ら
し
い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
と
共
に

新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
馬
術
競
技
会
を
10
月
9
日
（
水
）
〜

13
日
（
日
）
の
5
日
間
、
兵
庫
県
三
木
市
の
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で
開
催

し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
4
月
か
ら
兵
庫
県
三
木
市
に
事
務
所
を
構
え
、
佐
賀
県

職
員
4
名
が
常
駐
し
て
準
備
を
行
い
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
国
ス
ポ
の
競
技

の
中
で
、
唯
一
動
物
を
扱
う
競
技
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
競
技
面
だ
け
で
な
く
、

防
疫
面
や
馬
が
ケ
ガ
し
た
場
合
の
対
応
、
診
療
獣
医
師
の
確
保
な
ど
、
準
備
項
目

は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
関
係
者
に
支
え
ら
れ
て
本
番
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
佐
賀
県
選
手
団
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
少
年
の
服
部
生
選
手
の
２

種
目
制
覇
や
、
同
じ
く
少
年
の
川
下
類
選
手
の
優
勝
な
ど
の
活
躍
も
あ
り
、
男
女

総
合
成
績
で
８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者
へ
の
メ
ダ
ル
や
記
念
品
の
授
与
、

個
人
の
活
躍
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
表
彰
、
表
彰
式
で
の
優
勝
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
国
体
か
ら
国
ス
ポ
に
変
わ
る
新
し
い
大
会
へ
の
取
組
も
参
加
者
か

ら
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
引
き
馬
試
乗
会
や
ニ
ン
ジ
ン
餌
や

り
体
験
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
馬
術
団
体
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
戸
本
一
真
選
手

に
よ
る
競
技
解
説
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
来
場
者
に
馬
術
の
魅
力
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
佐
賀
県
の
物
産
品
販
売
を
通
じ
て
、
佐
賀
の
魅
力
を
伝
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

  

11
月
末
に
事
務
所
を
た
た
み
ま
す
の
で
、
残
務
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
残
り
少

な
い
関
西
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
事
提
供　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
競
技
運
営
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
術
競
技
担
当　

杉
本 

久
知
（
す
ぎ
も
と　

ひ
さ
と
も
）
係
長
）

ＳＡＧＡ２０２４国民スポーツ大会馬術競技会開催報告

国スポ・全障スポ総合開会式

　

参
加
し
て
き
ま
し
た
」
と
い
っ
て
も
観
客
と
し
て
で
す
が
…
。

２
０
２
４
年
の
佐
賀
大
会
よ
り
こ
れ
ま
で
の
「
国
体
」
国
民
体
育
大
会
か

ら「
国
ス
ポ
」国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
と
名
称
が
変
わ
り
、国
ス
ポ
は「
す
る
」

「
観
る
」「
支
え
る
」そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
創
る
大
会
と
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ

て
「
観
る
」
も
「
参
加
す
る
」
と
表
現
し
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
の
で
す
。

総
合
開
会
式
は
、
よ
さ
こ
い
や
チ
ア
ダ
ン
ス
、
太
鼓
な
ど
多
彩
な
出
演
団

体
の
演
目
を
皮
切
り
に
、
高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
支
え
る
人
た

ち
）
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、T

シ
ャ

ツ
の
ブ
ル
ー
一
色
で
染
ま
っ
た
約
九
千
人
の
観
客
席
（
観
る
人
た
ち
）
か

ら
の
手
拍
子
足
拍
子
や
ウ
ェ
ー
ブ
で
各
都
道
府
県
選
手
団
（
す
る
人
た
ち
）

を
招
き
入
れ
ま
し
た
。
選
手
団
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
整
列
し
て
の
行
進

で
は
な
く
、
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
入
場
し
ま
す
。
入
場
の
途
中
に
は
各
地

の
方
言
や
ご
当
地
マ
ス
コ
ッ
ト
を
活
か
し
た
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
な
ど
も
あ

り
、
ま
さ
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
「
国
ス
ポ
」
の
開
幕
を
会
場
全
体
で

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

例
年
、
国
体
に
参
加
さ
れ
て
き
た
某
県
の
選
手
団
長
さ
ん
も
「
こ
ん
な

ス
タ
イ
ル
の
開
会
式
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
」
と
感
激
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
観
客
の
一
人
と
し
て
「
参
加
」
し
た
私
も
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
新
時

代
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
、
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
佐
賀
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
素
晴
ら
し
い
開

会
式
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
事
提
供　

サ
ガ
テ
レ
ビ　

大
阪
支
社
長　

津
田
さ
ん
）
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徳
川
家
康
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
そ
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
永
弘
之　

は
じ
め
に

　

前
回
と
前
々
回
は
、
松
浦
静
山

（
肖
像
は
本

会
報
十
八
号
参
照
）
の
『
甲
子
夜
話
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
「
翁
草
」

に
書
か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

本
書
は
京
都
奉
行
所
の
与
力

（
中
間
管
理
職

）
を
二
十
年
つ
と
め
た
神
沢
貞
幹
の
著
書
で
あ
る
。

彼
は
病
弱
の
た
め
職
を
辞
し
。
そ
の
後
『
其
蜩
庵

杜
口
』
の
俳
号
で
俳
句
を
た
し
な
み
、
著
述
に
も

た
ず
さ
わ
っ
た
「
蜩
」
は
「
ひ
ぐ
ら
し
」
と
読
み　

蝉
の
一
種
で
あ
る
。
「
杜
口
」
は
『
口
を
ふ
さ
ぐ
』

こ
と
を
意
味
す
る
。
蜩
は
良
く
鳴
く
の
で
「
喧

噪
」
を
「
杜
口
」
は
「
沈
黙
」
を
表
わ
し
、
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
演
出
し
て
い
る
。
本
書
は
安
永

元
年
（
一
七
七
二
）
に
出
来
あ
が
っ
て
い
た
が
、

文
明
の
京
の
大
火
で
大
部
分
が
な
く
な
っ
た
の

で
、
補
修
し
て
寛
政
三
年
（
一
七
八
０
」
八
０

歳
の
時
に
完
成
し
た
。
内
容
は
、
一
五
０
年
来
の

世
間
話
、
武
功
伝　

珍
し
い
事
柄
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

ほ
か´

当
時
の
書
物
の
う
ち
関
心
の

あ
る
事
柄
を
抜
粋
し
て
い
る
。

　　

一
．
家
康
自
身
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

  

①
家
康
の
容
貌
な
ど

（
二
巻
ｐ
八
八
―
八
九
ペ
ー

ジ
数
は
全
巻
通
じ
て
な
の
で
数
字
が
高
い
）

　
　
　

　
「
御
せ
い
ち
い
さ
く
御
ふ
と
り
被
成

（
な
さ
れ
）
御

髪
太
く
、
無
口
な
り
。
見
苦
敷

（
み
ぐ
る
し
き
）

男
振
な
り
」
（
背
小
さ
く
肥
り
気
味
で
、
無
口
で
見

苦
し
い
男
振
）
と
容
赦
な
く
酷
評
し
て
い
る
。
こ
う

け
な
し
て
い
る
が
、
一
方
「
戦
場
或
は
御
鷹
野

（
鷹

狩
）
の
時
も
御
采
配
取
ら
せ
ら
る
れ
ば　

摩
利
支
天

の
如
く
、
御
音
声
十
七
八
町
ほ
ど
聞
江
候
由
」
（
戦

場
や
鷹
狩
の
時
な
ど
采
配
を
取
っ
た
ら
摩
利
支
天
《

梵
語
か
ら
来
て
い
る
「
か
げ
ろ
う
」
を
神
格
化
し
た

も
の
と
さ
れ
る
》
の
よ
う
に
十
七
八
町
ま
で
声
が
届

く
）
と
誉
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

②　

家
康
の
性
格
（
一
巻
P
四
一
七
―
四
一
八
）

　

本
書
は
「
礼
儀
正
し
き
事
」
と
し
て
い
る
が
。
筆

者
は
「
律
儀
な
事
」
と
す
る
方
が
良
い
と
思
う
。　
　

　

㋐
今
川
義
元
に
は
人
質
時
代
世
話
に
な
っ
た
の
で　

　
　

義
元
の
子
氏
真
が
漂
客
と
な
っ
て
各
地
を
さ
ま
よ

　
　

っ
た
時
も
、
「
一
生
御
疏
略
不
被
成

（な
さ
ら
ず
）

　
　

御
扶
助
有
り
」
と
氏
真
を
な
お
ざ
り
に
せ
ず
援

　
　

助
し
て
い
る
。　

　

㋑
義
元
が
戦
死
し
た
桶
狭
間
を
鷹
狩
で
通
る
時
は

　
　

下
馬
し
た
。

徳川家康に関するエピソード （その三）徳川家康に関するエピソード （その三）

兵庫県立大学名誉教授

福永弘之さん （佐賀市出身）
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こ
れ
ら
を
加
味
す
れ
ば
「
礼
儀
」
を
す
る
よ
り

　
　
「
律
儀
」
と
表
現
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

　

③
趣
味
な
ど

（
二
巻
ｐ
八
八
八
―
八
八
九
）

　

㋐
「
権
現
様
囲
碁
好
被
成
ど
御
下
手
候
由
」
囲

碁
は
好
き
だ
け
ど
下
手
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

㋑
「
権
現
様
無
筆
同
前

（
然
）
の
悪
筆
な
り
」

と
字
は
下
手
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

二
、
そ
の
他
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

➀
家
康
に
褒
め
ら
れ
た
男
と
に
ら
ま
れ
た
男

　

お
供
の
大
竹
郷
右
衛
門
は
太
刀
を
差
し
て
お
供

を
し
て
い
た
。
家
康
が
「
そ
の
刀
自
由
に
抜
け
る
か

」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
抜
く
こ
と
が
不
自
由
な
刀

を
士
が
差
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
答
え
た
。
御
前
で

抜
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
、
抜
い
て
御
覧
に
入
れ

た
。
そ
し
た
ら
家
康
は
御
機
嫌
よ
く
宿
所
に
帰
っ
て

か
ら
郷
右
衛
門
は
御
加
増
さ
れ
た
。
松
平
九
郎
右

衛
門
と
い
う
武
士
も
同
じ
よ
う
な
格
好
で
お
供
し

た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
違
っ
た
。
「
汝
は
松
平
を
名

乗
る
身
と
し
て
斯

（
こ
の
）
様
の
志
是
非
に
及
ば

ず
」
（
お
前
は
松
平
を
も
名
乗
る
身
と
し
て
、
こ
う

い
う
格
好
を
す
る
の
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
）
と

大
い
に
御
叱
に
な
っ
て
お
払
箱
に
な
っ
た
。
幾
年
が

た
っ
て
「
水
戸
殿
へ
遣
わ
さ
れ
候
な
り
」
と
水
戸
藩

へ
転
属
さ
せ
ら
れ
た
。

　

大
竹
へ
の
加
増
を
聞
い
て
、
九
郎
右
衛
門
も
「
も

し
や
自
分
も
技
を
披
露
し
た
ら
加
増
に
あ
ず
か
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
下
心
が
あ
る
の
を
家

康
は
見
抜
い
て
い
た
。
一
族
だ
か
ら
、
一
段
と
厳

し
く
処
分
さ
れ
た
。

　

②
麦
を
見
て
そ
の
年
の
豊
饒

（
出
来
、
不
出
来
）

を
知
る
事

（
二
巻
ｐ
一
二
九
）

　

鷹
狩
の
折
、
お
供
の
者
に
問
わ
れ
た
。
「
今
年
の

麦
の
作
柄
は
豊
作
と
思
わ
れ
る
。
皆
わ
か
る
か
」

答
え
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
「
麦
が
左
に
寄

っ
て
い
れ
ば
不
作
、
右
へ
寄
っ
て
い
れ
ば
豊
作
、
あ
の

麦
を
見
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
見
て
み
る
と
仰
せ
の

通
り
だ
っ
た
。
「
誠
に
仮
初
の
御
鷹
狩
に
も
御
遊
興

の
み
に
非
ず
、
加

（
批
）
様
の
事
御
考
被
成
事
難

有
事
共
な
り
」
（
鷹
狩
の
時
で
さ
え
単
に
遊
び
だ

け
に
止
ま
ら
ず
、
此
様
の
事
「
麦
の
豊
饒
」
に
ま

で
気
づ
か
わ
れ
る
あ
た
り
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る

）
こ
れ
は
「
気
配
り
の
家
康
」
を
印
象
づ
け
る
「

ご
追
従
」
で
あ
り
、
現
代
風
に
い
え
ば
情
報
操
作

で
あ
る
。

　

三　

家
康
の
体
験
談
―
雷
の
話
（
三
巻
ｐ
二
二
五
八
）　

皆
が
「
天
変
地
異
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
用
心
の
仕
方

あ
れ
共　

雷
計
り
は
仕
様

（
仕
方
）
な
し
」
と
申

し
た
と
こ
ろ
、
家
康
は
「
雷
に
も
用
心
の
仕
形

（

方
）
が
る
」
と
答
え
た
。

　

世
上

（
世
間
）
の
人　

雷
の
時　

必
ず
家
内

（

家
中
）
の
親
族
こ
ぞ
り
寄
居
る

（
家
中
の
者
皆
一

緒
に
居
る
）
是
甚
不
覚
悟

（
不
注
意
）
な
り
。　

左
様
の
所
を
遠
慮
す
れ
ば
よ
け
れ
共
、　

聊
の
遠
慮

な
く
落
る
な
り
。　

以
前
も
親
兄
弟
子
供
共
打
寄

た
る
所

（
こ
の
前
も
親
兄
弟
子
供
な
ど
一
箇
所
に

い
る
所
）
雷
落
か
へ
り
て
親
族
根
絶

（
皆
死
ん
で
し

ま
っ
た
）
に
成
し
事
を
聞
け
り
」
そ
れ
で
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
を
提
示
し
て
い
る
「
家
内

（
家
中
）

の
人
親
族
一
人
づ
つ
別
れ
て
い
る
が
よ
し
、
左
あ
ら

ん

（
そ
う
し
た
ら
）
雷
落
ち
て
一
人
過
つ
共

（
一

人
亡
く
な
っ
て
も
）
残
る
者
共
恙
な
け
れ
ば

（
無

事
な
ら
）
跡

（
後
）
は
い
か
様
共
成
る
な
り
」
（
あ

と
は
ど
う
に
か
な
る
）

　
「
所
詮
雷
に
打
た
れ
て
死
す
程
の
運
命
の
者
は
是

非
な
し
」
（
雷
に
打
た
れ
て
死
ぬ
程
度
の
運
命
の
者

は
ど
う
に
も
こ
う
に
も
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
）　　

　

最
後
の
「
」
部
分
は
少
々
き
つ
す
ぎ
る
気
が
す
る

　

四
著
者
の
自
懐　

（
あ
と
が
き
）
（
四
巻
ｐ
三
二
０
０
）

一
度
完
成
さ
せ
な
が
ら
大
火
の
た
め
再
編
せ
ざ
る

を
え
ず
、
苦
労
が
多
か
っ
た
。
そ
の
労
に
報
い
る
た

め
に
、
著
者
の
「
あ
と
が
き
」
を
添
え
て
お
く
。
「

一
身
老
健
に
て
子
孫
無
事
な
る
が
上
に
、
か
か
る

聖
徳
の
御
代
に
活
き
な
が
ら
え
寒
暖
の
患

（
支
障

）
な
く
、
日
々
夜
を
楽
し
く
暮
し
て
こ
の
草
稿
を

す
さ
む

（
編
む
）
事
二
百
巻　

楮

（
紙
）
の
数
や

五
十
余
葉

（
巻
）
草
案

（
プ
ラ
ン
）
も
な
く
、
眼

鏡
も
入
ら
ず
、
筆
行
次
第
な
り
。
（
筆
の
向
く
ま

ま　

気
の
向
く
ま
ま
）　

是
な
ん
老
の
自
賛
の
鳴
呼

（

叫
び
）
な
る
べ
き
」

お
わ
り
に

　
『
甲
子
夜
話
』
の
家
康
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
軽
妙
す
ぎ

る
き
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
家
康
の
性
格
、

信
条
、
他
者
に
対
す
る
観
察
眼
さ
ら
に
体
験
談
に

ま
で
考
察
の
幅
を
広
げ
、
家
康
の
内
面
へ
も
踏
み
込

む
事
が
出
来
た
。

　

本
書
は
、
今
回
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
壇
の
浦
で

入
水
し
た
安
徳
帝
は
身
代
り
で
、
帝
は
生
き
長
ら

え
て
佐
賀
の
川
上
の
山
中
に
行
在
所
が
存
在
し
た
こ

と
、
、
墓
所
は
黒
髪
山
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
蓮
池
出

身
の
売
茶
翁
に
関
し
て
も
し
る
し
て
い
る

　

こ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
ふ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）
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偉
人
シ
リ
ー
ズ　

【
鍋
島
榮
子(

ナ
ガ
コ)

】

　

佐
賀
十
一
代
藩
主
鍋
島
直
大
侯
の
夫
人
、鍋
島
榮
子(

ナ
ガ
コ)

侯
爵
夫
人
の
紹
介
を
し
ま
す
。

今
年
、
皇
室
愛
子
様
が
入
社
さ
れ
た
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
日
本
赤
十
字
社(

初
代
の
昭
憲
皇
后
か
ら
歴
代
の
皇
后
様
が

名
誉
総
裁
を
務
め
ら
れ
、
平
成
天
皇
妃
の
美
智
子
皇
后
が
活
躍

さ
れ
た)

は
皇
室
は
許
よ
り
佐
賀
県
人
が
大
き
く
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

何
よ
り
、
花
の
看
護
婦
と
称
さ
れ
る
鍋
島
榮
子
が
「
日
本
の

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
と
敬
わ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
の
赤
十
字
社

が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
生
い
立
ち
】

　

彼
女
の
生
ま
れ
は
１
８
５
５
年
7
月
1
日(

安
政
2
年
5
月

18
日)

〜
１
９
４
１
年
1
月
3
日

　

父
親  

広
橋
胤
保

　

母
親  

米
子(

側
室)

最
初
の
夫
は
岩
倉
具
義(

コ
レ
ヨ
シ)

で
、
17
歳
で
結
婚
し
ま

し
た
が
、
24
歳
の
と
き
に
具
義
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

具
義
は
岩
倉
具
視(

明
治
維
新
の
元
勲)

の
息
子
で
母
親
は

側
室
な
の
で
余
り
優
遇
さ
れ
ず
初
め
は
僧
籍
で
し
た
。

(

参
考
ま
で
岩
倉
具
視
は
当
時
の
佐
賀
の
教
委
制
度
が
優
れ
て

居
た
と
認
め
て
居
た
か
ら
本
妻
で
後
の
３
人
の
息
子
達
は
佐
賀

の
弘
道
館
で
学
ば
せ
ま
す
。
そ
の
後
欧
米
に
も
学
ば
せ
て
い
ま

す
が)

野田　大介さん

島榮子の生涯について紹介致します。

具
義
の
死
亡
後
、
榮
子
は
一
年
間
宮
中
で
仕
え
て
い
ま
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
鍋
島
直
大
が
イ
タ
リ
ア
の
大
使
に

赴
任
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
直
大
は
本
妻
の
胤
子
を
亡
く
し

て
い
ま
し
た
。

少
し
直
大
侯
爵
を
紹
介
す
る
と
先
に
書
い
た
侯
は
十
代
藩
主

鍋
島
直
正
の
嫡
子
で
明
治
維
新
の
時
の
藩
主(

最
後
の
十
一

代
藩
主)

で
す
。
父
の
薫
陶
宜
し
く
外
国
志
向
は
強
く
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い
た
時
、
欧
米
文
化
を
学

び
ま
す
。
そ
し
て
婦
人
の
胤
子
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
の
社
交
界

で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
帰
国
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
政
府
機
関
の
要
職
で
活
躍
し
ま
す
。

１
８
８
１
年(

明
治
14
年)

駐
イ
タ
リ
ア
特
命
全
権
公
使
を

拝
命
。

こ
の
時
、
胤
子
を
亡
く
し
て
居
た
た
め
に
、
岩
倉
具
視
が
独

り
身
で
は
何
か
と
不
便
だ
ろ
う
と
榮
子
を
同
伴
さ
せ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

【
結
婚
に
至
り  

鹿
鳴
館
時
代
】

　

お
互
い
独
り
身
だ
っ
た
二
人
は
イ
タ
リ
ア
で
結
婚
、
彼
女

の
美
貌
も
あ
っ
て
社
交
界
で
も
活
躍
し
ま
す
。
当
時
の
王
妃

マ
リ
ゲ
リ
ー
タ
か
ら
指
輪
を
貰
う
程
の
寵
愛
も
受
け
ま
し

た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
最
初
の
子
供
を
出
産
、
名
前
の
由
来
は
イ

タ
リ
ア（
伊
太
利
亜
）の
都
の
子
と
い
う
意
味
で
伊
都
子(

イ

ツ
コ)

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

直
大
の
帰
国
、
ほ
ぼ
同
時
に
井
上
馨
の
肝
い
り
で
鹿
鳴
館

を
創
設
し
ま
す
。

　

彼
女
榮
子
は
イ
タ
リ
ア
で
は
既
に
社
交
界
で
美
貌
と
花

形
の
活
躍
ぶ
り
で
名
を
馳
せ
て
い
た
た
め
、
そ
の
経
験
と

ダ
ン
ス
の
上
手
さ
、
美
貌
で
鹿
鳴
館
で
も
す
ぐ
に
花
形
と

な
り
ま
し
た
。

　

陸
奥
亮
子｢

む
つ
り
ょ
う
こ｣

　

戸
田
極
子｢

と
だ  

き
わ
こ ｣

二
人
と
供
に
鹿
鳴
館
の
三
名
花
と
成
り
ま
し
た
。

彼
女
の
良
さ
は
ド
レ
ス
が
似
合
う
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ

ン
性
や
模
様
に
至
っ
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

小
紋
や
花
柄
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
人
の
心

を
忘
れ
ず
に
取
り
入
れ
た
和
服
模
様
の
ド
レ
ス
で
、
日
本

の
文
化
を
表
現
し
た
柄
が
特
に
好
評
で
し
た
。
ウ
エ
ス
ト

は
な
ん
と
56
セ
ン
チ
で
、
当
時
の
ド
レ
ス
が
似
合
う
素
晴

ら
し
い
女
性
で
し
た
。

　

何
よ
り
戸
田
極
子
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
時
に
救
っ
た
事

で
も
鹿
鳴
館
で
は
有
名
に
成
り
ま
す
。（
暴
漢
者
は
本
人

の
名
誉
も
有
り
ま
す
か
ら
此
処
で
は
伏
せ
ま
す
が
…
…
）

鹿
鳴
館
は
条
約
改
正
案
な
ど
の
逆
風
に
晒
さ
れ
、

１
８
８
７
年
（
明
治
20
年
）
に
閉
館
し
ま
し
た
。
活
動
家

と
し
て
の
彼
女
の
活
動
は
、
救
護
関
係
者
と
の
関
わ
り
に

変
わ
り
ま
し
た
。

★
其
れ
に
は
佐
野
常
民
様
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。(

佐

野
常
民
は
赤
十
字
設
立
の
前
進
「
博
愛
社
」
に
始
ま
り
そ

の
後
の
「
日
本
赤
十
字
」
設
立
を
し
た
人
物
で
佐
賀
の
七

賢
人
の
一
人)

氏
の
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

そ
の
後
の
彼
女
榮
子
は
赤
十
字
と
女
性
地
位
向
上
の
活
動

家
と
成
り
ま
す
。

常
民
は｢

殿
様  

奥
方
様
に
お
願
い
し
ま
す｣

と
赤
十
字

社
活
動
を
説
明
と
依
頼
。

常
民
か
ら
は
鍋
島
直
大
は
あ
く
ま
で
も
殿
様
で
あ
り
、
か

つ
て
の
主
筋
は
面
倒
な
お
願
い
も
頼
み
安
か
っ
た
様
で
あ

関西佐賀県人会

理事

公益財団法人鍋島報效会所蔵
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日本のナイチンゲールと呼ばれた、 鍋

ろ
う
、
何
で
も
鍋
島
家
の
財
源
も
頼
り
だ
っ
た
様
で
す
。

【
赤
十
字
活
動
家
に
】

其
れ
か
ら
の
活
動
家
鍋
島
榮
子
は
医
療
機
関
の
改
善
や
看
護
婦

の
養
成
に
尽
力
す
る
様
に
成
っ
て
行
き
ま
す
。

明
治
10
年
西
南
戦
争
（
１
８
７
７
年
）

明
治
27
年
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
年
）

明
治
33
年
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
年
）

当
時
の
赤
十
字
社
は
戦
時
で
の
救
護
活
動
で
目
的
意
識
が
強

か
っ
た
。

　

明
治
31
年
に
出
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
訓
示
に
は

「
至
誠
を
以
て
救
護
に
従
事
、
奮
勉
を
以
て
苦
難
に
堪
え
、
節

操
以
て
品
行
を
慎
む
こ
と
」(

千
艱
万
難(

セ
ン
カ
ン
バ
ン
ナ
ン)

に
屈
せ
ず
、
た
ゆ
ま
ざ
る
覚
悟
と
戒
め
る)

、
意
味
の
訓
示
で

し
た
。

　

草
創
期
の
日
本
赤
十
字
社
は
戦
時
の
救
護
が
重
要
で
し
た
か

ら
、
榮
子
の
影
響
も
あ
っ
て
、
明
治
天
皇
妃
の
昭
憲
皇
太
后
も

赤
十
字
に
理
解
を
示
さ
れ
熱
心
に
参
加
さ
れ
活
動
家
と
成
ら
れ

資
金
も
援
助
成
さ
れ
る
様
に
成
っ
て
行
き
ま
す
。

何
よ
り
戦
時
に
は
女
官
を
集
め
て
包
帯
巻
や
綿
慚
糸(
メ
ン
ザ
ン

シ)

を
作
ら
せ
戦
地
に
送
ら
せ
た
程
に
協
力
成
さ
れ
た
と
の
事
、

こ
れ
を
見
て
い
た
上
流
階
級
の
婦
人
た
ち
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
赤
十
字
へ
の
参
加
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
彼
女
榮
子
の
姿
勢
は
、
日
露
戦
争
の
時
に
は
娘
の

伊
都
子
を
傷
痍
軍
人
の
慰
問
に
行
か
せ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は

大
き
な
も
の
で
し
た
。
彼
女
の
活
動
は
戦
時
下
は
も
ち
ろ
ん
、

平
時
の
救
護
活
動
に
も
、
ま
た
女
性
の
地
位
向
上
に
も
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
彼
女
の
婦
人
活
動
の
原
点
に
成
っ
た
の
は
イ
タ

リ
ア
在
住
時
代
に
知
り
得
た
諺
に
あ
り
ま
し
た
。

「
ノ
ブ
レ
ス･

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
の
言
葉
「
高
貴
な
者
が
・
な
す

べ
き
責
務
」
の
意
味
を
知
る
。

彼
女
の
活
動
は
戦
時
下
だ
け
で
な
く
被
災
地
の
支
援
、
救
護
、

看
護
婦
人
の
改
善
、
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
様
々
。

【
要
職
と
外
国
の
評
価
】

★
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
人
会
会
長

★
富
国
救
護
会
会
長

★
大
日
本
婦
人
教
育
会
会
長

各
国
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
数
々
の
賞
を
受
け
ま
し
た
。
何

よ
り
、
外
交
官
夫
人
の
草
分
け
と
し
て
の
活
動
が
大
き
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
評
価
の
一
つ
と
し
て
、
以
下
の
勲
章

受
章
が
あ
り
ま
す
。

明
治
40
年　

プ
ロ
シ
ア
／
赤
十
字
等
三
基
賞

大
正
7
年  

セ
ル
ビ
ア
国
王
政
府
／
聖
サ
ブｱ

三
等
勲
章

大
正
7
年   

グ
レ
ト
ブ
リ
テ
ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国

／
DM
コ
マ
ン
ダ
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
パ
イ
ヤ
二
等

勲
章

大
正
8
年   

ベ
ル
ギ
ー
／
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
紀
章

大
正
9
年   

ル
ー
マ
ニ
ア
／
レ
ジ
ナ
マ
ル
勲
章

昭
和
11
年   

勲
三
等
瑞
宝
章

彼
女
ほ
ど
海
外
の
人
道
支
援
や
篤
志
活
動
に
尽
力
し
た
人
物

が
、
日
本
史
上
に
い
た
の
か
と
考
え
ま
す
。。

【
日
本
の
文
化
伝
統
】

彼
女
の
心
に
は
、
ど
ん
な
時
で
も
日
本
人
の
文
化
を
忘
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で
も
雛
祭
り
を
特
に
大
事

に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
残
は
今
で
も
佐
賀
に
残
り
、
町

全
体
で
盛
大
に
雛
祭
り
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
に
催
さ
れ
る
雛
祭
り
は
、
町
全
体
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

鍋
島
邸
の
雛
飾
り
は
徴
古
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
素
晴
ら

し
い
も
の
で
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

私
も
数
年
前
に
訪
れ
ま
し
た
が
、
鍋
島
家
の
雛
飾
り
は
見

事
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

彼
女
、
榮
子
は
戦
争
を
憎
み
な
が
ら
、
昭
和
16
年
1
月
3

日
に
87
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
憎
ん
だ
戦
争
、
次
の
第
二
次
世
界
大
戦
を
見
ず
に

逝
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

包帯の縫製風景

佐賀城下ひなまつり

鍋島家の雛祭り
2月8日（土）～３月２０日（木）

　　開園時間：10時～ 17時
　　会場：徴古館

博物館明治村提供　
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TEL 0952-25-3108
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-　鉄鋼製品、建築・土木資材一般

-　セメント、生コンクリート  -　石油製品

代表取締役 内田 陽三

佐賀県佐賀市駅南本町 6番 7号
TEL 0952-24-3191

博 物 館  明 治 村
　100 万㎡の敷地に明治時代を中心とする 60以上の
　歴史的建造物を移築し、保存・展示する野外博物館
　電話：0568-67-0314
　所在地：愛知県犬山市内山 1番地
　開村時間：9：30～ 17：00
　( 季節やイベント開催等により変動あり）、最終入村は閉村 30分前

今 回 の 鍋 島 榮 子 記 事 で の 写 真 提 供 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

8/
25
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
サ
ガ
ン
鳥
栖
×
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
神
戸
戦
会
場
の
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
に
て
、
佐

賀
県
PR
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

暑
い
中
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
用
意
し
た

特
産
品
の
ほ
か
、
観
光
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
す
べ
て
無

く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
！

試
合
は
残
念
な
が
ら
鳥
栖
が
0
‐
2
で
惜
敗
し
ま
し
た

が
、
佐
賀
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
佐
賀
の
特
産
品

を
手
に
と
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
佐
賀
県
へ
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

当
日
は
、
関
西
佐
賀
県
人
会
か
ら
桟
副
会
長
、
福
富
事
務

局
長
、
宮
城
幹
事
、
宮
田
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
さ
が
関
西
営
業
所

か
ら
、
坂
井
所
長
、
小
野
係
長
、
関
西
・
中
京
事
務
所
か

ら
藤
田
所
長
、
貝
原
副
所
長
、
村
山
課
長
、
森
主
査
、
岩

坂
さ
ん
、
産
業
人
材
課
か
ら
浦
川
係
長
、
戸
上
主
査
ご
夫

妻
も
参
加
さ
れ
、
11/

9
（
土
）
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

る
佐
賀
の
魅
力
体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ガ
シ
ル
in
大
阪
」

の
PR
等
を
行
い
ま
し
た
。

サガン鳥栖×ヴィッセル神戸戦＠ノエビエスタジアム神戸

PR
イ
ベ
ン
ト
！
行
列
が
出
来
る
大
盛
況
!!

佐賀県 PR イベントを実施しました！

大行列が

出来てました！
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「
集
ま
ろ
う
佐
賀
ん
も
ん
19
号
」
を

お
読
み
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
は
第
72
回
総
会
・
ふ
る
さ
と

交
流
会
の
記
事
を
メ
イ
ン
に
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
準
備
は
大
変
で
し
た

が
、今
年
も
280
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、

無
事
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
集
ま
ろ
う
佐
賀
ん
も
ん
」

の
編
集
に
あ
た
り
私
の
師
匠
で
、
大
手

製
薬
メ
ー
カ
ー
に
て
長
年
に
わ
た
り
広

報
を
さ
れ
て
い
た
関
西
佐
賀
県
人
会
広

報
部
の
於
保
さ
ん
が
体
調
不
良
で
広
報

を
離
れ
る
事
と
な
り
、
編
集
作
業
の
大

黒
柱
が
な
く
な
り
ど
う
な
る
こ
と
か
思

い
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
協
力
も
あ

り
無
事
に
発
行
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
体
調
が
良
く
な
ら
れ
た
ら
、
広

報
部
に
復
帰
さ
れ
て
下
さ
い
。
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

       （
広
報
部
会　

編
集
委
員　

宮
城
）

　

こ
の
会
報
誌
で
は
、
関
西
佐
賀
県
人

会
の
広
報
部
会
に
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が

現
役
の
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
於
保
さ
ん
も
、
今
夏
の
猛
暑
の
疲
れ

か
ら
、
し
ば
ら
く
体
力
の
回
復
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
若
手
の
頑
張
り
と
人

生
の
ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
が
、会
報
誌「
集

ま
ろ
う
佐
賀
ん
も
ん
」
の
源
泉
で
す
。

若
手
メ
ン
バ
ー
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー

の
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
融
合
し
、
こ

の
会
報
を
支
え
て
い
ま
す
。
於
保
さ
ん

常
に
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
広
報
部
会　

会
長　

丸
尾
）

水とともに、人とともに。
これからも「社会に必要とされ続ける」
企業を目指してまいります。

15 1
1 5-28-703

TEL 0952-26-2551
TEL 06-6210-6748

取締役社長 井 田　建

〇 兵 庫 佐 賀 県 人 会 　 新 年 の 集 い

　 　 令 和 7 年 1 月 2 6 日 ( 日 )

　 　 ホ テ ル 北 野 プ ラ ザ 　 六 甲 荘

〇 武 雄 高 等 学 校 同 窓 会 ・ 武 陵 会 関 西 支 部

　 　 令 和 7 年 6 月 2 9 日 ( 日 )

　 　 梅 田 　 ホ テ ル グ ラ ン ビ ィ ア 大 阪

〇 関 西 伊 万 里 ん も ん 会

　 　 令 和 7 年 3 月 1 6 日 ( 日 )

　 　 ホ テ ル 　 阪 神 大 阪

〇 伊 万 里 高 等 学 校 同 窓 会 ・ 富 士 同 窓 会 関 西 支 部

    令 和 7 年 1 0 月 1 9 日 ( 日 )

　   ホ テ ル 　 阪 神 大 阪 　

同窓会 ・ 同郷会開催スケジュール♪
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